
強
力
な
地
域
密
着
こ
そ
が

第
二
地
銀
の
存
在
意
義

│
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
な

ど
も
あ
っ
て
、
地
域
銀
行
の
収
益
性

が
一
段
と
低
下
し
て
い
る
。
大
手
行

や
地
方
銀
行
と
比
較
し
て
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
で
見
劣
り
す
る
第
二
地
銀

の
生
き
残
り
策
は

　

本
業
の
貸
出
業
務
で
は
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
拡
大
以
上
に
貸
出
金
利
回
り

の
低
下
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
全
体

と
し
て
収
益
性
が
低
下
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
、
い
か
に
収
益
を

確
保
し
て
い
く
か
、
業
務
の
効
率
化

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
第
二
地
銀

全
体
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
容

易
に
解
決
す
る
方
法
は
な
い
。
地
道

な
取
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
。

　

栃
木
銀
行
の
取
組
み
と
し
て
は
、

大
胆
な
業
務
改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
に
よ

り
、
事
務
の
効
率
化
や
省
力
化
を
進

め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
は

経
費
削
減
が
狙
い
で
は
な
い
。
効
率

化
や
省
力
化
に
よ
っ
て
浮
い
た
人
員

を
、
収
益
に
結
び
つ
く
分
野
に
シ
フ

ト
さ
せ
る
配
置
転
換
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
今
期

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
９
次
中
期
経

営
計
画
で
は
、
営
業
店
の
負
担
と
な

る
相
続
事
務
な
ど
の
本
部
集
中
化
を

図
り
、
今
後
３
年
間
で
営
業
人
員
を

最
大
１
５
０
名
増
員
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
本
部
ダ
イ
レ
ク
ト
営
業
や
非
対
面

チ
ャ
ネ
ル
の
充
実
、
Ｃ
Ｒ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
、
営
業
活
動
の
効
率

化
に
も
取
り
組
む
方
針
だ
。
シ
ス
テ

ム
コ
ス
ト
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
結

果
的
に
か
か
る
経
費
は
同
じ
で
あ
っ

て
も
、
収
益
が
拡
大
す
る
こ
と
で
経

費
率
は
低
下
す
る
。

　

他
の
第
二
地
銀
で
も
、
こ
う
し
た

取
組
み
を
進
め
て
い
る
銀
行
は
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
経
営
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
取
組
み
を
、
規
模

や
地
域
性
な
ど
に
応
じ
て
各
行
が
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

│
国
内
の
オ
ー
バ
ー
バ
ン
キ
ン

グ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
地

地
域
銀
行
と
し
て
中
長
期
に
わ
た
る
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客

さ
ま
目
線
に
立
っ
た
「
顧
客
本
位
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
り
付
加
価
値
を
提
供
し
、「
お
客
さ
ま
」「
地

域
」「
自
行
」
が
と
も
に
成
長
す
る
好
循
環
を
形
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
当
行
で
は
、
お
客
さ
ま
か

ら
「
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
続
け
る
銀
行
」
と
な
る
た
め
に
、
大
規
模
な
人
員
配
置
の
見
直
し
や
融
資
残
高

目
標
の
廃
止
な
ど
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
業
務
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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さ
ら
に
遠
の
い
た

２
％
目
標

　

日
銀
は
７
月
19
、
20
日
に
実
施
し
た
金
融
政
策

決
定
会
合
（
決
定
会
合
）
で
、
２
％
物
価
目
標
の

達
成
時
期
を
「
19
年
度
ご
ろ
」
に
１
年
先
送
り
し

た
。
日
銀
は
13
年
４
月
に
「
２
年
程
度
で
２
％
の

物
価
上
昇
を
達
成
す
る
」
こ
と
を
約
束
し
て
異
次

元
緩
和
へ
舵
を
切
っ
た
が
、
さ
ほ
ど
の
効
果
は
み

ら
れ
ず
、
物
価
上
昇
率
は
依
然
と
し
て
ゼ
ロ
％
程

度
で
低
迷
。
２
％
目
標
の
達
成
時
期
の
先
送
り
は
、

今
回
で
６
度
目
と
な
っ
た
。

　

７
月
20
日
に
公
表
さ
れ
た
「
経
済
・
物
価
情
勢

の
展
望
」（
展
望
レ
ポ
ー
ト
）
で
は
、
景
気
の
総

括
判
断
を
「
緩
や
か
な
拡
大
に
転
じ
つ
つ
あ
る
」

か
ら
「
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
」
に
上
方
修
正

し
た
が
、
政
策
委
員
の
物
価
見
通
し
の
中
央
値
は

17
年
度
が
前
年
度
比
１
・
１
％
、
18
年
度
が
１
・

５
％
と
、
４
月
時
点
の
見
通
し
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
０

・
３
％
㌽
、
０
・
２
％
㌽
下
方
修
正
さ
れ
た
。
さ

ら
に
「
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
動
向
を

中
心
に
、
下
振
れ
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
大
き
い
」
と

し
て
い
る
。

　

今
年
５
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
生
鮮
食
品
を
除
く

消
費
者
物
価
指
数
を
み
て
も
、
物
価
上
昇
率
は
前

年
同
月
比
ゼ
ロ
％
と
さ
え
な
い
。
日
銀
の
黒
田
東

彦
総
裁
は
物
価
が
上
昇
し
な
い
要
因
と
し
て
、

「
企
業
・
家
計
に
根
強
く
残
る
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
」
と
「
省
力
化
投
資
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス

の
改
善
に
よ
っ
て
賃
金
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
し
な

い
企
業
の
慎
重
姿
勢
」
を
あ
げ
て
い
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、「
２
％
の
物
価
目
標
に
向
け

た
モ
メ
ン
タ
ム
が
維
持
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

金
融
政
策
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
強
調
。

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
強
力
な
金
融
緩
和
に
よ
っ

て
、
マ
ク
ロ
的
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善
が
実
際

の
物
価
を
押
し
上
げ
、
予
想
物
価
上
昇
率
を
上
向

か
せ
る
、
と
い
う
青
写
真
を
描
い
て
い
る
。

ゼ
ロ
％
程
度
が

長
期
化
す
る
理
由

　

一
方
、
米
欧
で
は
金
融
政
策
が
引
締
め
方
向
に

進
ん
で
い
る
。
米
国
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
）
が
今
年
６
月
、
15
年
12
月
以
降
で
４

度
目
の
利
上
げ
を
実
施
し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
縮

小
の
着
手
も
年
内
に
控
え
て
い
る
。
欧
州
で
も
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
の
ド
ラ
ギ
総
裁
が
６

月
下
旬
の
年
次
総
会
で
「
デ
フ
レ
圧
力
は
リ
フ
レ

の
力
に
置
き
換
わ
っ
た
」
と
発
言
し
、
緩
和
縮
小

観
測
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

対
照
的
に
、
物
価
が
い
っ
こ
う
に
上
昇
し
な
い

日
本
で
は
、
長
期
金
利
の
操
作
目
標
で
あ
る
「
ゼ

ロ
％
程
度
」
を
引
き
上
げ
る
道
筋
が
見
当
た
ら
な

い
。
２
％
目
標
の
達
成
時
期
だ
け
が
先
送
り
さ
れ

る
な
か
、
出
口
の
み
え
な
い
「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
と

な
る
と
の
見
方
も
強
ま
っ
て
い
る
。

「
ゼ
ロ
％
程
度
」
が
長
期
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る

理
由
は
お
も
に
二
つ
あ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
長
期

金
利
の
操
作
目
標
の
引
上
げ
は
金
融
政
策
の
引
締

め
と
な
り
、
物
価
上
昇
圧
力
を
弱
め
て
し
ま
う
た

め
、
そ
も
そ
も
引
き
上
げ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
む

ず
か
し
い
点
だ
。
現
在
、
金
融
政
策
が
引
締
め
方

向
に
進
ん
で
い
る
米
欧
と
の
金
利
差
は
、
円
安
の

推
進
力
と
し
て
働
き
、
輸
入
物
価
を
通
じ
た
物
価

上
昇
を
も
た
ら
す
た
め
、
日
銀
に
と
っ
て
は
〝
神

風
〞
と
も
い
え
る
。
物
価
の
低
迷
と
下
振
れ
リ
ス

ク
に
悩
む
日
銀
に
と
っ
て
、
自
ら
そ
の
〝
風
力
〞

を
弱
め
る
長
期
金
利
操
作
目
標
の
引
上
げ
は
選
択

肢
と
し
て
と
り
づ
ら
い
。

日
銀
は
７
月
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、
２
％
物
価
目
標
の
達
成
時
期
を
「
２
０
１
８
年
度
ご

ろ
」
か
ら
「
19
年
度
ご
ろ
」
に
１
年
先
送
り
し
た
。
達
成
時
期
の
先
送
り
は
こ
れ
で
６
回
目
。

13
年
４
月
の
異
次
元
緩
和
導
入
か
ら
４
年
以
上
が
経
つ
が
、
足
も
と
の
物
価
上
昇
率
は
ゼ
ロ
％

近
傍
で
推
移
し
て
い
る
。
物
価
上
昇
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
長
期
金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は

む
ず
か
し
く
、「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
と
な
る
と
の
見
方
も
強
い
。
金
融
機
関
に
は
、
ゼ
ロ
％
の
長

期
金
利
の
も
と
で
も
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

長
期
金
利
が

「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
と
な
る
不
安
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

を
「
形
式
」
か
ら
「
実
質
」
へ

　

２
０
１
４
年
２
月
に
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、

ま
た
、
15
年
６
月
に
は
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
適
用

が
開
始
さ
れ
た
。
両
コ
ー
ド
の
も
と

で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
に
は
一
定
の
進
捗
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
い
ま
だ
に
形
式
的
な
対
応
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
金
融
庁
・
東
京

証
券
取
引
所
に
設
置
さ
れ
た
「
ス
チ

ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
以
下
、

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」）
に
お

い
て
、
16
年
11
月
、「
機
関
投
資
家

に
よ
る
実
効
的
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ

ッ
プ
活
動
の
あ
り
方
」
と
題
す
る
意

見
書
が
公
表
さ
れ
た
。
意
見
書
に
お

い
て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
を
「
形
式
」
か
ら
「
実
質
」

へ
と
深
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
企
業

に
投
資
を
行
っ
て
い
る
機
関
投
資
家

（
運
用
機
関
お
よ
び
年
金
基
金
等
の

ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
）
が
、
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
企
業

の
持
続
的
な
成
長
に
向
け
、
経
営
戦

略
を
含
む
諸
課
題
に
つ
い
て
、
深
度

あ
る
「
建
設
的
な
対
話
」
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の

改
訂
を
行
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。

　

意
見
書
を
受
け
、
金
融
庁
に
お
い

て
有
識
者
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
本

年
３
月
28
日
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
改
訂
案
が
公
表
さ
れ

た
。
同
改
訂
案
に
つ
い
て
は
策
定
時

と
同
様
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

金
融
庁
に
設
置
さ
れ
た
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」（
以
下
、

「
有
識
者
検
討
会
」）
は
５
月
29
日
、「『
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
』
の
諸
原
則≪

日
本
版
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド≫

」
の
改
訂
版
（
以
下
、「
改
訂
版
コ
ー
ド
」）
を
公
表
し
た
。
本
稿

で
は
、
改
訂
の
経
緯
と
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。
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